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経常収益の推移 経常利益・当期純利益の推移
（百万円） （百万円）
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・ 低⾦利政策の⻑期化などの影響で貸出⾦利息が減少し、経常収益は減収
・ 資⾦利益の減少に加え、新型コロナウイルスの影響で株式の減損処理を⾏ない経常利益、当期純利益は減益
・ ただし、経常利益（業績予想⽐+45百万円）、当期純利益（業績予想⽐+19百万円）ともに業績予想を上回った

損益の推移（単体）



（単位：百万円）

決算概要

損益状況 経常利益の増減要因
【単体】

・ 業務粗利益は、資⾦利益ならびに役務取引等利益の減少などから前期⽐ 103百万円減少(△0.7％)の 13,319百万円
・ 経常利益は、業務粗利益の減少、株式等関係損益の減少などから前期⽐ 86百万円減少(△4.7％)の 1,745百万円

（百万円）
【単体】
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1,831

1,745業務
粗利益 経費

与信
関連
費用

その他
臨時

損益等

△103
＋53

＋197

△38
経常利益

経常利益

2019年
3月期

2020年
3月期

前期比

業務粗利益 13,423 13,319 △103

うち資金利益 12,978 12,826 △151

うち役務取引等利益 423 373 △50

経費 11,471 11,418 △53

コア業務純益 1,964 1,836 △128

除く投信解約損益 1,999 1,626 △373

一般貸倒引当金繰入額① △291 20 ＋312

業務純益 2,243 1,881 △361

臨時損益 △411 △136 ＋275

うち不良債権処理額② 780 271 △509

うち株式等関係損益 14 △180 △195

経常利益 1,831 1,745 △86

当期純利益 1,282 1,219 △63

与信関連費用（①+②） 489 291 △197

△195

株式
関係
損益



預金・預り資産

預金残高の推移（単体）

11,342

預り資産残高の推移（単体）

（億円）

※ 預り資産とは、預⾦、譲渡性預⾦、投資信託、公共債、
個⼈年⾦保険をいいます。

法人預金
△8億円
△0.3％

個人預金
△59億円
△0.6％

預金
△52億円
△0.4％

個人年金保険
+8億円
+0.9％

・ 預⾦はインターネット専⽤⽀店「ももたろう⽀店」の預⾦⾦利引き下げによる定期預⾦の減少を主因に2019年3⽉末⽐
52億円減少（△0.4％）の 1兆1,342億円

・ 預り資産残⾼（預⾦含む）は、株式相場の下落による投資信託残⾼の減少等により2019年3⽉末⽐ 286億円減少
（△2.2％）の 1兆2,593億円

全体
△52億円
△0.4％

（億円） 全体
△286億円
△2.2％

投資信託
△106億円
△26.0％

12,566
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12,421

12,879
11,23611,026

11,395 12,593



貸出金

貸出金残高の推移（単体） 個人ローン残高の推移（単体）

（億円） （億円）

個人向け
+22億円
+0.6％

市場性・仕
組ローン

△374億円
△43.3％

事業者向
け（市場

性・仕組除
く）

+60億円
+1.5％

住宅
ローン
+8億円
+0.2％

消費者
ローン
+16億円
+2.1％

・ 貸出⾦残⾼は、ポートフォリオの改善に計画的に取り組み 2019年3⽉末⽐ 331億円減少（△3.3％）の 9,547億円
市場性ローン・仕組ローン残⾼は、⾦利⽔準の低下から再運⽤を抑制し 2019年3⽉末⽐ 374億円減少（△43.3％）の 489億円
地公・公社向け残⾼は、2019年3⽉末⽐ 39億円減少（△2.6％）の 1,455億円

・ 以上により、⻑期固定⾦利貸出が減少し、⾦利リスク量が低下。2020年3⽉末 IRRBB（ΔEVE）5.11％（2019年3⽉末⽐△13.45％）
・ 個⼈ローン残⾼は、消費者ローン・住宅ローンともに増加し2019年3⽉末⽐ 24億円増加（+0.6％）の3,587億円

貸出金
全体

△331億円
△3.3％

個人ローン
全体

+24億円
+0.6％

9,547
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3,587

地公・公社
向け

△39億円
△2.6％

9,591
3,240

3,4429,790 9,878 3,562



（億円）

・ 岡⼭県内向け貸出残⾼は、2019年3⽉末⽐ 36億円増加（+0.4％）の 8,384億円
・ 岡⼭県内向け⽐率は、2019年3⽉末⽐ 3.3％上昇の 87.8％
・ 岡⼭県外向け貸出残⾼は、市場性ローンの減少に伴い 2019年3⽉末⽐ 367億円減少（△24.0％）

岡山県内向け貸出

6

9,591
貸出金全体
△331億円
△3.3％

県内
+36億円
+0.4％

県外
△367億円
△24.0％

県内向け比率

79.2％

県内向け比率

87.8％

9,5479,790

県内向け比率

83.0％

9,878

県内向け比率

84.5％



中⼩企業向け（※）貸出 (市場性ローン・預担を除く）残⾼（億円）

※ 資本⾦3億円（ただし、卸売業は1億円、⼩売業、飲⾷業、物品賃 貸業等は5千万円）以下の会社⼜は常⽤する従業員が300⼈
（ただし卸売業、物品賃貸業等は100⼈、⼩売業、飲⾷業は50⼈）以下の企業など

※ 岡⼭県内は預担を含んだ計数です

・ 中⼩企業向け貸出残⾼は、順調に増加し2019年3⽉末⽐ 88億円増加（+2.7％）の 3,351億円
・ うち岡⼭県内は、2019年3⽉末⽐ 104億円増加（+3.5％）の 3,053億円
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中⼩企業
向け全体
+88億円
+2.7％

中小企業向け貸出

3,351

県外
△16億円
△5.1％

県内
+104億円
+3.5％

2,968 3,123 3,263



（先）

・ 事業者向け貸出先数（全体）は、2019年3⽉末⽐ 287先増加（+2.7％）の 10,817先
・ うち岡⼭県内の中⼩企業向け貸出先数は、2019年3⽉末⽐ 298先増加（+3.0％）の 9,950先
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事業者貸出先数
+287先
+2.7％

事業者向け貸出先数

うち岡⼭県内
中⼩企業
+298先
+3.0％



総資金利鞘

総資金利鞘等の推移（国内業務部門）

・ 総資⾦利鞘は、2019年3⽉期⽐ 0.01％低下の 0.14％
・ 貸出⾦利回は、低下幅が緩やかになり2019年3⽉期⽐ 0.01％低下の 1.24％
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各種利回り等の推移（国内業務部門）



有価証券

（単位：百万円）

2020年3⽉
末評価損益

2019年3⽉
末

評価損益前期末⽐

満 期 保 有 ⽬ 的 1,000 △ 355 1,355
そ の 他 の 有 価 証 券 320 △ 3,181 3,501

株 式 1,371 △ 1,119 2,490
債 券 585 △ 420 1,005
そ の 他 △ 1,635 △ 1,641 5

合 計 1,320 △ 3,536 4,857

有価証券残高の推移

社債
△7億円
△2.3％

国債
△335億円
△46.3％

その他証券
△0億円
△0.0％

有価証券評価損益の状況

利回り・修正デュレーションの推移

・ 有価証券残⾼は、国債の運⽤を抑制したことから2019年3⽉末⽐ 321億円減少（△17.2％）の 1,548億円
・ 有価証券評価損益は、新型コロナの影響等により2019年3⽉末⽐ 3,536百万円減少（△72.8％）の 1,320百万円

全体
△321億円
△17.2％

2,797
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（億円）

1,548

2,275

1,869



自己資本比率

（億円）

自己資本の推移【単体】 自己資本比率・リスクアセットの推移【単体】

（億円）

• ⾃⼰資本⽐率（単体）は、利益の積み上げによる⾃⼰資本の増加により2019年3⽉末⽐ 0.04％上昇の
8.09％

• 国内基準（4％以上）を⼤きく上回っており、健全性を確保
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経費・コア業務粗利益ＯＨＲ

（単位：百万円）
2020年
3⽉期

2019年
3⽉期前期⽐

合 計 11,418 △ 53 11,471

⼈ 件 費 6,008 △ 129 6,137

物 件 費 4,622 ＋ 42 4,580

税 ⾦ 786 ＋ 32 754

※ ＯＨＲ＝営業経費／コア業務粗利益

経費・コア業務粗利益ＯＨＲの推移 経費の推移

人員の推移

（億円）

（⼈）

※ 出向者を除く

114

・ ⼈員の減少および退職給付費⽤の減少などにより⼈件費が減少したことで経費は減少
・ コア業務粗利益ＯＨＲは、コア業務粗利益の減少により2019年3⽉末⽐0.77％上昇の 86.14％

1,018

12

117

1,040

116

1,017

114

1,005



不良債権比率、保全・引当状況

不良債権比率の推移

（億円）

与信関連費用・与信費用比率の推移

2020年
3⽉末

2019年
3⽉末前期末⽐

保 全 率 78.63 △ 4.70 83.33
引 当 率 39.47 △ 10.63 50.10

保全・引当状況
（単位：％）

※ 与信費⽤⽐率＝（⼀般貸倒引当⾦繰⼊額+不良債権処理額）÷期中貸出⾦平均残⾼

（百万円）

・ 不良債権⽐率（⾦融再⽣法開⽰債権⽐率）は、2019年3⽉末⽐ 0.02％低下の 2.16％
・ 保全率（担保・保証等、引当⾦）は、78.63％と⾼⽔準を維持

205
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217
212

220



２０２1年３月期 業績予想

（％表⽰は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
一株当たり
当期純利益

2021年3⽉期
（予想）

百万円
17,400

％
△0.2

百万円
1,700

％
△2.5

百万円
1,200

％
△1.5

円 銭

89 19

連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益
一株当たり
当期純利益

2021年3⽉期
（予想）

百万円
22,300

％
△1.7

百万円
1,900

％
△4.6

百万円
1,300

％
△5.1

円 銭

97 90

【単体】

【連結】
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トマト銀行のプロフィール

本 社 所 在 地 岡⼭県岡⼭市北区番町2丁⽬3番4号
設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 1931年（昭和6年）11⽉9⽇
資 本 ⾦ 178億1千万円
総 資 産 1兆2,000億円
預 り 資 産 残 ⾼ 1兆2,593億円（うち預⾦残⾼ 1兆1,342億円）
貸 出 ⾦ 残 ⾼ 9,547億円
従 業 員 数 825名（嘱託・パート社員を除く）
店 舗 数 61ヵ店、住宅ローンセンター 2ヵ所、ビジネスサポートプラザ 1ヵ所
上 場 取 引 所 東証⼀部（証券コード 8542）

※ 計数は単体、2020年３⽉末時点
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本資料に関する照会先

株式会社トマト銀⾏ 経営企画部
Tel：086-800-1830
Fax：086-224-0207

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を
内包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化等により、⽬標対⽐等異なる可能性があることにご注意ください。
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